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1. まえがき 
RSAは現在主流の暗号方式である。 
2. 研究課題 
RSA 暗号の解読の困難性は大きな数字の素
因数分解の困難性に起因する。そこで、暗号

の要となる素数を得る手法や効率を調査、解

析する。 
3. 研究方法 
素数を得る手法として以下の３つを採用する。 
・ 素数の定義から求める方法（素数判定法

（方法１））判定回数が多くなるので、素

数の１の位の数字がある程度固定される

ことを利用した方法２も実行する。 
・ Miller-Rabin法（素数判定法） 
・ エラトステネスのふるい（素数獲得法） 
4. 実験と考察 
方法１，２による判定回数の変化を表１に、 
「ふるい」によって得られた素数でさらに

Miller-Rabin法にかけて素数と判定された数
の個数を表２に示す。方法２では、反復領域

を大きく取りすぎると、かえって効率が悪く

なることもあった。Miller-Rabin法では、扱
う数字が大きいとうまく判定されなかった。 
奇数 nの桁数 方法１[回] 方法２[回]
4 103 10２ 
5 10４ 10３ 
6 10５ 10４ 
7 10６ 10４ 
8 10７ 10５ 

表１ 判定回数の変化 
 

素数の大き

さ（桁） 
素数の数（ふ

るい） 
素 数 の 数

（M-R法） 
1 4 4 
2 21 21 
3 143 18 
4 1061 判定不可 
5 8363 判定不可 
6 68906 判定不可 
7 586081 判定不可 

表２ 素数の分布 
5. まとめと感想 
素数の定義から求める方法 
→確定的に求まるが判定に時間がかかる 
Miller-Rabin法 
→確率的にしか求まらない 
エラトステネスのふるい 
→領域内の全素数を求められるが、時間、メ

モリ的に無駄がある 
期待する結果が得られないことがあったが、

そこからの究明の大切さを知った。素数は奥

深い。 
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